
全体討論のまとめ

本田雅和氏による報告、佐島直子所員および内藤光博による討論の後、休憩を挟んで全体討

論が行われた。今回の研究会は、「アフガン戦争」を取材された本田氏の報告が中心であるこ

とから、全体討論をそのまま収録することをせず、討論者のひとりであった内藤の貢任におい

て、研究会参加者から出された質問・意見の要旨をまとめ、それに対する本田氏の発言部分の

みをそのまま収録することにさせていただいた。なお、一部を除いて質問者・発言者の氏名は

割愛させていただいたが、お許しいただきたい。 （内藤光博）

＊ ＊＊＊＊＊＊  

最初に、司会者の野口慎所員より、討論者の佐島所員および内藤のコメン トに対する本田氏

の感想および意見が求められた。

本田氏はそれに先立ち、佐島所員の討論に関連し、マスコミが「後生大事に戦後守り続けて

いたもの」とは具体的に何かとの質問を佐島所員に行った。それに対し、佐島所員は、「占領

軍の検閲制度で禁止された言葉のリス トが出された。それにより放送を含めてマスコミでは、

一種の自主規制が行われた。たとえば原爆への批判とか、旧日本軍を辿想させるような言葉が

禁止されたが、日本の占領軍からの独立後も、マスコミはそれらを『後生大事に守ってきた。』

その結果、例えば「自衛隊」の階級を言い換え、「戦車」を「特車」と言い換えるなどかなさ

れたことが挙げられる」という主旨の発言がなされた。

本田 メディアの責任というのも、佐島先生がおっしゃったようにあるかもしれませんけど、

自衛隊そのものがそう いう 言い方をしていたように、僕は、戦後の自民党政府がそういうよう

に言ってきたし、まさにアメリカのセンサーシップに従ってきたわけですし、敗戦国という制

限はありましたけれどもね。その後、独立後はどうだったかって言えば、まさに逆コースなの

か、アメリカの軍事政策に従ってきた戦後の歴史だったというふうに、私は思っています。

例えば、原爆投下が明らかな国際法違反であるということは、当時アメリカのセンサーシッ

プがあるときはなかなか言えなかったけれども、その後、日本の新聞でもキチッと書いており

ますし、日本のNGOや市民運動も、今、原水爆被害者、いわゆる被団協というところが、日

本原水爆被害者団体協議会ですね。こういうところを中心に国際法違反で、新しい民衆法廷と

いうのを作って国際法上問うていくという動きもあるし、それはやはり戦後の動きの中で少し

ずつ変わってきていると思います。
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それから「日本のメディアは署名記事を書けない、 書かない」というのは確かにそのとおり

で、僕も欧米の姿の方が良い、とは思っています。僕は横浜支局でしばらくデスクをやってい

て、記者にまた戻ったのですけど、どうも自分に合わないのでですね。そのときでも神奈川版、

私が担当していた横浜版はほとんど署名記事にして、それが当時の私の上司とぶつかった理由

の一つにもなっているのですけれども、ただ日本の新聞と欧米のメディアが、非常に作り方が

違うのはですね、佐鳥さんがお気づきのように、ものごとを作っていくときに、日本はやはり

集団主義なのですね。集団で、あるいはスタッフで原稿を上げさせて、アンカーとして一人の

キャップが書いていて、さらにデスクがエディターシップでそれを書 き直していくと。

欧米の場合は最後までライターが、もちろんエディティングはありますけども、たとえばエ

ディターはカットする権限とか、記事の大きさを決めるとか、それから載せる、載せないの権

限とか、非常に強い権力は持っているけれど、非常に個性のある他人の文章を完全に書 き直す

とか、付け加えるなんていう、とんでもない話ですけどそういうことはしませんよね。だから

やっぱり僕は自立した、そして責任を持てるメディア、それから双方向性のある、読者に応え

ていけるメディアとしては、毎日新聞が今やっているような、総署名化みたいな方向にできる

だけ進めていきたいと思っているので、ただメディアというのはその国の市民、民衆が育てる

ものでありますから、ぜひみなさんにも外から応援していただきたいと思っております。

それから、カンボジアのこと、ポル・ポトの人権侵害については、和田さんとおっしゃいま

したが横堀さんではないでしょうか。横堀さんは論説委員だったと思うのですが、和田さんは

パリの特派員をした人ですよね。

まあ、バンコクは昔からカンボジアもカバーはしてたんですけれども、今はアジア総局 とい

うのかあるんですけれども、確かにそういう面はあったかもしれません。日本では、 金大中さ

んを応援していた人権活動家である田英夫さんなんかも一生懸命ポル・ポト政権を支援 されて

おられました。

ジャーナリストというのは、例えば従軍記者の限界というのかあります。アフガニスタンに

入って行くときに北部同盟軍といっしょに行動して行っている記者は、非常に北部同盟軍の味

方になり易いし、それからタリバーン政権に同行して、それに守られながら取材をしている記

者は、どうしてもタリバンーンサイドになり易いという。ただ命を自分は守られているわけで

すから、どれだけ距離をとって批判的に見るかというのは、もうこれはジャーナリストにとっ

て永遠の課題なのですけれども、往々にして間違いをおこします。

例えばフリージャーナリストとしてほくが辟敬 している長倉洋海さ んという、アフガニスタ

ンの写真を撮っているフォト。ジャーナリストがいるんですけれども、彼はマスードにずっと

くっついてですね、ぼくは彼のことをとても辟敬しているんですけれども、ナジプラ政権の時、
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ぼくがカブールで国際会議に出ていたときにですね、長倉さんはパキスタンからマスードの軍

隊やそのムジャヒ ディン（イスラム戦士）の軍隊といっしょに、「ソ連愧儡」といわれたナジ

ブラ政権を攻めるミサイルを撃っていた側なのですよね。本田なんかは所詮カプールにいてソ

連の手先の共産主義記者だくらいに思っていたのかもしれません。アジア・アフリカ。ラテン

アメリカ。作家ジャーナリスト会議に出ていたのですから、所詮、左翼の記者だなんて思われ

たかも知れませんね、ほくは仲がいいから長倉さんとね。しかしこの長倉さんが、例えはほく

がドキュメントを持って「マスードの軍隊が略奪・強姦を重ねている。それはタリバーンの方

が量的に多いのかも知れないけど、こういうことやっているんじゃないんですか」と言ったら、

「いや、マスードが命令したことではない」と言いますし、やっばりそこでぼくは、個々人に

よる見方や捉え方の違いを感じます。

あのペシャワル会の中村哲先生という方もぼくはすごく 尊．敬しております。敬意を表します

けれども、中村哲先生は「タリバン＝悪、北部同盟 ・米軍＝解放軍」というステレオタイプの

図式の中では批判者となり得ますけれども、タリバンが女性に強いているブルカなんかを、こ

れは一つの文化なんだと、西欧の解釈で批判するなと、文化相対主義に立っていますし、とこ

ろどころにマッチョな考えがみえる男の中の男っていう感じであります。

ぼく自身は、その北朝鮮の主体思想を礼賛した覚えはまったくないんですけれども、北朝鮮

へ行ってレポート 書いたこともありますけれども、所詮、 今、北朝鮮へ入れるっていうのは、

どういうことか。入って非常なセンサーシップというよりも、 要するに「政治犯の収容所へ連

れて行ってくれ」と頻んでも絶対連れて行ってくれません。拉致問題について金正日総書記に

インタビュ ーしたいと言 っても絶対できませんよね。そういう中で細々とヒ°ースボートに乗っ

たりいろんなことをやったりして、 真実に肉蒟しようとしていますけれども、それはなかなか

難しいです。しかしながら、いろんな資料はあります。 実はわたしが腺敬している元東京大学

の朝鮮研究者の小川晴久さんが主宰されましたですね、先月 3日間に渡って東京で北朝鮮の人

権問題に関する国際シンポジウムがあったんですけれども、 最初から最後まで 3日間わたしは

つぶさに聴いて、かなり 長いレポートを朝日新聞に書いたんですけれども、朝日新聞には短い

ベタ 記事か 3本載 っただけでした。それはそういう 差はありますけれども、朝日新聞もいわゆ

る拉致疑惑に疑惑としてしか書けない段階でも、特集記事は書いたこともあります。

もちろん産経新聞なんかに比べると、 量は少ないかもしれません。しかしながら、確かに一

定の佐島さんかおっしゃるような外圧とか、そういうものはあるんですけれども、そういう 中

でばくらなんかはカバーしなが らそこの点は努力してい る方ですし、例えばぼくが非常に胸に

応えた、先ほどのシンポジウムでの北朝鮮の人権問題での発言でね、 ドイツのお医者さんで北

朝鮮から追い出された人がいますね。あの方が、 ドイツ人ていうのは第2次大戦でね、ナチス ・
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ドイツがですね、収容所にたくさんの人を運び込まれて行って、そして殺されているという噂

はいっぱいョーロッパで聞いてたんだけれど、 裏がとれないとか立証できないという形で、で

もいつの間にか、自分のコミュニティーに住んでいたユダヤ人かいなくなって、列車に乗せら

れてアウシュビッツの方に連れて行かれて、そういう噂は聞いてみんな知っていると、それで

何もしなかったと。今、まさにほくは、そういう話を聞いたときに、北朝鮮の中で起きている

であろう人権侵害とか、そういうものについて、かつての左粟の人たちとか、それでいいのか

と非常に思います。

だけど拉致疑惑の追及にせよ、何にせよですね、例えば和田春樹先生が、‘‘世界、、で発表さ

れたように、日本が発表している 7件、今、 8件11人になりましたけどね、を一つ一つ検証し

てね、例えば横田めぐみさんのケースはまだまだ、こういう問題点に疑問かあるんじゃないか

とか、そういう指摘をした人に対して非常に政治的な攻撃をかけたりする動きがありますし、

それから小川晴久先生といっしょに政治的な運動 している中で、現代コリア研究所の代表をな

さっている方なんかは、この方は昔、極左だったわけですね。そして、まさに北朝鮮の体制を

かつては礼賛 していた、在日の人権問題に関してかなりラジカルな活動をしていた方がですね、

その逆に総転向して過去を全く自己批判することなく、産経新聞といっしょに、「北朝鮮は天

下の悪魔の国でとんでもない」というような、そういう偽物がいっばいいますからね。そこの

ところは十分に考えなければならないと思います。

たとえば今回、アフガニスタンに日本が 5億ドル以上、 全世界で45億ドル以上、先進国か支

援をすることになった。ぼくが非常にむなしい思いをしているのは、われわれの血税から 5億

ドル出ていくわけですけれども、 皆さ んはアフガンの復興会議 (NGOが排除された、非常に

話題になった会議）で、ああいうものに自分たちの税金が巨額な額がこの不況のさなかに使わ

れることに決まったことに同意されたようですけれども、あれに対して「出すな」という批判

は起きていませんよね。しかしでは、テロリズム・・・• もしセフテンバー ・イレブンのテロリズ

ムがなかったら、アフガンに対して、これだけ援助をしなければいけない、地雷除去もしなく

ちゃいけない、リプロダクティプ・ヘルス、保健衛生・教育の援助もしなくちゃいけない、と

いう援助をしただろうか。

わたしが午前中、参加してきたのは、ジョイセフという、家族計画を第 3世界で、女性のリ

プロダクティブヘルス問題の啓発・推進をやっているNGOの団体だったんですけれども、ジョ

イセフは、アフガニスタンでいろんな援助をするっという決定をしたんですけれどもね。じゃ

あソマリアはどうなのか、ケニアはどうなのか。それからとなりの北朝鮮はどうなのか、と。

北朝鮮でこそ、まさに人権・人道援助活動を展開 しなければならないという問題提起を、ぼく

は先ほどのセミナ ーでしてきました。
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それともう一つ、ぼくは非常にヘソ曲がりなんですけれども、あのう佐島先生も内藤先生も、

今の憲法は尊重するとおっしゃいました。それから内藤先生も憲法の制限があるだろう、おしゃ

いましたけれども、ぼくは逆に、そういう論議は取らずに、つまり日本が武力でやるべき国際

貢献がありですね、それが本来、自分たちのやるべきことだと信じ、そして日本の市民がまさ

にそう思うのだったら憲法を変えればよいと思うんです。それだけの論理になっちゃうと思う

んですね。

ぼくは今の世界の状況を考えて、やはり今、憲法の前文に書いてあることとか、 9条に書い

てあることの先進性。それから、例えば、今までの世界は、力の支配だったが少しずつ国際社

会でも法の支配が確立されていく、これから国際刑事裁判所もできてくる、国際司法裁判所は

ある。そういう中でなんとか国辿というものを舞台に、例えば安保理の力を削いで、もう少し

国連を民主化して行こうとするような動きがあるなかで、やはり、これからリードしていく理

念というのは、まさに日本国憲法の、平和憲法の前文や 9条の理念だと思うからこそ、ぼくは

これを‘‘選び取り直す、、みたいな思いをもっているわけですね。

アメリカは今、世界最大の軍事国家です。世界最大の軍隊を持ってます。しかしながら、ア

メリカの歴史において、 一挙に数千人が殺されたような事件はなかったと思います。たいへん

な衝撃を受けていると思います。アメリカは最強の軍隊を持ちながら防げなかったわけですね。

軍隊は役に立たってないと思います、市民を守る意味で。

それから佐監先生が‘‘国益、、とおっしゃいましたけれども、その国益とは何かということも

やはり考えなくてはならないと思います。あのう、やっばり国際化によって、人類共通の利益

を守りたい。‘‘一国の利益、、とは何かと。ジャ ーナリズムには残念ながら、先ほども BBCの問

題があったように、残念ながら今のメディア国益に非常に左右されてます。新聞記者がですね、

こう何か、政府なり防衛の秘密をスッ パ抜こう と書こうとしたら、『国益を考えろ』と政権政

党の政治家から圧力をかけられるというのは、そうだと思います。

しかしながら、少なくとも市民のレベルでは、国同士が利害衝突している時代から、地球民

として共存共栄を図って行こうとしている時代になると、 一国の国益よりも国際益の方が優先

する時代になる。自国の利益のために相手の国に損害を与えるような国益の守り方というのは、

ぽくはすべきではないと。つまり、国益というナショナリズム的な思想というものが、すでに

有害になりつつある。ジャーナ リズムは国境を越えてそれを批判していかなければ、ならない

のではな いかと、あまりに も理念的と言われるかも知れませんが、わたしはその理念を持って

おります。

それからテロリストの問題。内藤先生か、テロ特措法にはテロリストが定義されてない、と

おっしゃたんですけれども、確かにそういう大きな問題もありますし、それからテロリズムと
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は何かということも考えていかなければならないと思います。ここには国際法の先生もおられ

るから、わたしがこんなこと言 うのは釈迦に説法で、たいへん無礼な事ではありますけれども、

私の記憶では1980年代に何度も国連の場でテロリズムについての議論が確かあったと思います。

アメリカがテロリズムと言った ときにですね、確か80年代だと思いますけれども、モザンビー

クの大統領か何かが立ってですね、ここに出席している、アフリカ諸園の大統領の数多くは、

10年前までテロリストだと言われてただろうと。テロリストとかテロリズムとは、いったい何

なのかと。アメリカやCIAがですね、世界各国や中南米でやってきたことは何なのかと。さっ

き内藤先生が国家テロと言われたけれども、ばくはテロリズムそのものだと思います。アメリ

力は最大のテロリスト国家だと私は思ってます。

例えばフランスの情報機関が、グリンピースのレインボウ・ウォーリア号、虹の戦士号をニュー

ジーランドで爆破しましたね。あれは国家によるテロリズムではないんでしょうか。フランス

のテロリズムですよね。

安重根という人がですね、伊藤博文をハルピンの駅頭で射殺したのは果たしてテロリズムで

しょうか。やっぱりテロリズムっていうのは、関係ない第三者というのか、不特定多数の人民、

あるいは少数特定のシビリアンでもいいんですけれども、それは例えば朝日新聞、阪神支局製

撃事件で、 憲法記念日の日に、ぼくの同僚の小尻か殺された事件というのは、明らかに一人し

か殺されてないけれど、不特定多数ではありませんけれどテロリズムです。彼にとっては、小

尻じゃなくても、朝日新聞の記者ならだれでもよかったんです。そういう意味では不特定とは

言えるでしょうが、朝日新聞というものを特定していると思えるし、その後のいろんな声明文

から見ても、日本のテロリズムの非常に暗い歴史というものを、‘‘赤報隊、、というのは、もっ

たものであるということが言えると思います。日本の戦後、民主主義を殺そうとしたものであ

ると、わたしは思います。

そのテロリズムを語るときにですね、よくイスラム原理主義との関係をいうとき、ぽくは誤

解や無知が日本ではびこっていると思うんです。湾岸戦争の時も、それからパレスチナでもフィ

リッピンのミンダナオ島でも、ぼくはだいぶイスラム教の指導者にインタビューし、ムスリム

に友人もおりますが、イスラム教というのは本来、他宗教にたいへん寛容な宗教のようです。

イスラムとテロリズムとは本来、何の関係もない。イスラム教徒がテロをやったということで

宗教とテ ロリズムを結びつけるならば、北アイルランドでテロをやっているのはカトリック教

徒だし、スリランカでテロをやっているのは仏教徒だ。だからといってカトリックはテロと結

びつくとか、仏教はテロリズムを生みやすいとか、だれも言わないでしょう。

それからタリバン兵についてですが、僕はタリバーンの兵士にインタビューしたことがあり

ます。タ リバーンから北部同盟軍に寝返っ て来た。向こうの兵隊は一人の司令官が10人とか15

-40-



人の手下を辿れてどんどん寝返るわけですね。それで先ほども言 ったようにジャプルサラジと

いう、カプールの地で毎日のように北部同盟軍の記者会見を聞いていますとね、「今日はどこ

そこの軍閥の司令官か100人の自分の手下を連れてこっちへ来た。昨日は1,000人、今日は3,000

人・・・・」とか言うんですね。毎日メモしなからつけていくと、すぐ何万人ぐらいになって、

「おかしいなあ？、もともとタリバーンは40,000人と言われていて、もうとっくに無くなって

壊滅しているはずなのになあ？ 」 とかね。そういう、まあ、これも大本営発表なんですけれど

も、そのタリバーンの兵士たちか寝返ってきて、いろんな証言をしてくれるんだけども、「あ

なた何でタリバーンの兵士になったんだ？」って言 ったら、さっきも言 ったように「俺の親父

が殺されて、殺したのが北部同盟だからタリバーンになったんだ」とか、そういうのが実態で、

彼ら自身もまあ制服なんかないんですよ、ユニフォームなんかないし、たまたま自分の親玉が

こっちについたからとか。日本の戦国時代と一緒ですよね。

質問 タリバーン兵には、指揮官がいるのか。また、タリバーン政権の中では正規に組織づけ

られているのか？

本田 僕は実際にカンダハルとかタリバンの本拠地に行ってないので。僕かカプールに入った

時はタリバンはもう逃げた後だったのでですね。正規軍 っていうのは今佐島先生かおっしゃっ

たように、かなりの訓練を要する。特にアルカイダとか、ビンラディンを守ってる人たちって

いうのは訓練された人たちなんだと。例えば捕I虜収容所でですね、僕がインタビューした人た

ちは、パキスタンとか中国とか、アラブイエメンとか、そういう所から来てる兵士、タリバン

兵ですけど、いまだに「アラーの神のために戦う」と。それで「ビンラディンが、ワールドト

レードセンター突入の指令を出したなんて、おまえ証拠があるのか？」って僕に聞いてくるわ

けですね。で、「いや、証拠と言われても」って僕がつまると、「そんなもの、お前ら西側の記

者か勝手に言 ってるだけだ」と。「ビンラディンは腺敬すべき人だ」とか言 って、こうきちっ

と思想を保持してますね、そこは。ただ階級を聞いても、階級をちゃんと答えてくれた人はい

ませんね。

質問 一般市民の受け取り 方についてカブールか解放された時に、 一般市民か 「これから 自由

だ」という 喜びを表 している写真が報道された。 しかし 「タリバーン悪玉論」という ふう

に完全に言いきれるかどうか。一般市民が、ほんとうに解放されて自由にな ったという意

識を持 っているのかどうか。
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本田 これはね、非常に難しいことですけれども、あのタリバーンはですね、たいへんな抑圧

政策を強いたことはまちがいないわけですね。で、人権抑圧もしているわけですね。でそのタ

リバーンは戦闘もなしに、ほとんどカブールを明け渡したわけですね。つまりタリバーンがカ

プールを去ってから、 北部同盟の斥候が 「だれもいないみたいだぞ」っていうので、みんなが

入って来るまでに10時間 ぐらいあるんですね。

それでこの10時間の権力の空白の間に何が起きたかということです。アフガンの社会は複雑

なんですけれども、タリバーンっていうのはパシュトゥーン民族が中心ですね。で今度の北部

同盟軍っていうのはタジク人が中心ですね。要するに僕なんかは、はっきり言ってタジクとパ

シュトゥーンは、どちらもアーリア系だから非常に見分けがつきにくいんですけれども、ハザ

ラとかそのモンゴロイドの人は分かるんですけれどもね。それからウズベクもちょっと違うか

ら分かるんですけれどね。外見ではなかなか難 しい、 分からな いです。

でも彼らは、見たらわりに分かる。で、その要するに元々カプール っていうのは、タジクと

それからパシュテゥ ーンの境目だけど、タジクの方が勢力が強かったわけですね。それで、ナ

ジプラ 政権時代なんかはナジプラはバシュトューン民族なんですけれども、社会主義政権時代

はですね、タジク人が話すダリ 語とですね、それからパシュトューン語をですね、 2つを公用

語 として民族和解を図るためにですね、あの 7時のニュース っていうのは最初の10分間ダリ語

をやると、今度の10分間がパシュトュ ーン語。翌日は先にパシュトュ ーン語をやるっていう。

そういう政策をとってたわけですね。

それで、このパシュトゥーンが去った時にですね、はっきり申しあげて、最初の日本で流れ

た情報っていうのは、 CNNももちろんみんなそうですけどもね。日本軍の南京陥落の入場と

いっしょですよ。日本軍、みんな「バンザイ・バンザイ」 って言 って、手たたいて、拍手 して、

「中国人民は、民衆は、日本軍を解放軍として受け入れた」と言っ てるでしょ。そういうふう

な写真も載ってましたよね。それでみんなヒゲ剃るとかね。

ところがはっきり言って、パシュトューン人でこのタリバン政権を支持した人たちは、いっ

しょに逃げてるんですよ。で僕が一週間、 10日以上経ってもう一度カプールに入り直していろ

いろ取材して、密かに"あのタリバンを支持した人いないか？、、っていうのを捜したんですけ

ど、それはなかなかしんどかったです。つまり彼らは見分けがつけられるから、 もうものすご

く弾圧を、仕返しをしますよね。それで、この時代ものすごく抑圧されて、我慢して、我慢し

てたタジク人が、やっと道へ出てきて、こうやってるわけですから、今度はパシュトューン人

は、そのカンダハルとかいろんなとこに逃げているという状況があると思います。

それからもう一つは、やはり女性に対する人権抑圧っていうのはまだまだ無くならないなあ

と思うのは、ご存じのように今でもカプール市内はやっばりほとんどの女性かプルカをかぶ っ
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ていますしね。一部のインテリの女性から、もちろんそれはだんだん変わってくるとは思いま

すけれどもね。

それから先ほど、私の言った状況っていうのは、軍隊の混乱の状況もすぐ過去になるという

お話しもあっ たんですけれど も、やはり いまだに北部ではド スタム将軍の ウズペキの軍隊と、

それから旧ラバニ派の軍隊が交戦状態にあったりします。確かにカブールとかジャララバード

とか、主要都市の近辺っていうのは、かなり多固籍軍の展開もありですね、治安が保持されて

ると思いま すけれど も、今後そのやっばりワー ロー ド割拠の時代・情勢っていうのは変わって

ないわけだから、僕はそう楽観的じゃな いですけれどね。

質問 ロシアの関与とかロシアの影響を どうなふうに感じられるか。

本田 これも非常に難しいんですけど、僕が取材した範囲って限られてるとは思うんですけど

も、ロシア軍はやっばりロシア軍自体が非常に自制的なんですね。例えばカプールが北部同盟

に制圧されてからですね、米軍はものすごくプレゼンスで、海兵隊とかユニフォ ーム着てどん

どん入ってきてますし、イギリ ス軍もペレ ー帽かぶってどんどん入ってきてますね。しかし、

ロシア軍は一定の地域にしか展開していない。アメリカで言えば緊急事態省に当たる、災害救

助隊のプルーの制服を着てるんです上下。と言っても、ちょっと脱いだら迷彩色を着てるから

すぐ軍隊だと分かるんですけど、銃を持ってね。で、 できるだけ人道援助を強調 して るんです

ね。ロシアが移動式の大きなテント病院を作ってもですね、タジク人はやっばりソ連と、やっ

ばりものすごく戦闘をやって来ただけに警戒心が強くてですね、「病院作りま した から、人道

援助ですから、皆さん虫歯でも何でも治しに来てください。あの、デンティス トも来ています。」

とアナウンスしているのですが、なかなか取り囲んでじっと見ている っていう感じです。やっ

ばりソ連の傷跡、ア フガンの人たちに残 した傷跡っていうのは相当深いと思いま すね。

質問 朝日新聞の何年か前からの、タ リバン に関する報道の仕方を思い出してみたい。タ リバ

ンは、パキスタンの難民キャンプでのイスラム学校の生徒たちであり、「神学生」とうい

意味がある。それがアフガンに武装して行って、当時の言い方だと、内乱状態でどうにも

しようがなくなっているアフガニスタンに秩序をもたら したのだ、と。 しかもそのタ リバ

ンの神学生の若者たちっていうのは、神学教育を受けていて、たいへん公平な、つまり私

利私欲がない高潔な人たちであり、そういう人たちがいわばそれぞれ民族や軍閥が、自己

の利益のために支配していたアフガニスタンに秩序をもたらしたのだ、とい うような報道

の仕方であった。そのあとタリバンに関する報道はなく、つぎに行われた報道がバーミヤ
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ンの仏像破壊問題であった。そのあたりから突如としてタリバン政権が、悪者と位罹づけ

られ、そして今度の 9.11のテロ問題へと続く流れを感じる。これは朝日だけではなくて

日本の新聞全体の、日本のマスメディア全体、あるいは西側のマスメディア全体の問題か

もしれないが、報道の仕方のプレがあるように思うが、それは何が原因でそうなってしまっ

たのか。そもそも初期のタリバンか勢力を広げていった時代の報道の仕方というのが、そ

もそも全くの間違いだったのか、そうではなかったのか、その辺についてはどういうふう

にお考えか。

本田 かつての朝日新聞による中国報道や北朝鮮報道やカンボジア報道と、似た側面もないと

は言えないと思うのですが、ただ今先生がおっしゃったことは、タリバンが平和と秩序（「平

和」って括弧付きですけどね）をもたらしたっていうのは、私の取材している限りでは一面の

事実でありまして、さきほども申し上げましたように、今の北部同盟が、かつてラバニ大統領、

マスード将軍といっしょにカブールを制圧したときにですね。やっぱりたいへんな乱暴．掠奪

をしているわけですね。ぼくらがカプールめざしてジープで進んでいるときも、さきほども言

いましたように検問では止められて、賄賂や金を出せって要求されますね。でそんなときに僕

らは、相手が銃で撃ってはこないと思ったら、かなり論争をするわけですね。「お前らが、そ

ういうことをやっているから、タリバーンがかつてカブールにやってきたときに、市民は拍手

で迎えたのだ」と。これはタジク人の市民に聞いてもみんなそう言いますけどね、「われわれ

は、拍手で迎えた」と。それは、ものすごくきびしいね。たとえばサッカー場が処刑場に変わっ

てですね、物を盗んだら泥棒の手首を切る、実際、手首のない人がいましたからね。で、そう

するとものすごい厳罰政策で秩序を保ったわけですね。兵隊か強姦したらそれを死刑にすると

いう。しかし、それは非常に恣意的なものです。例えば自分等は別の村へ行って、ハザラ人の

村を占領してハザラ人の女を強姦したりしている＜せに、そっちではそういうような秩序維持

をもたらすような軍規みたいなものを持っているわけですよね。だから、おっしゃったことは

一面真実なんだけれども、恐怖政治ですね。たくさんのタリバンがカプールに入ってからです

ね。次々とお触れを出しまして歌舞音曲の禁止とかですね、それから女性は職場から出なけれ

ばいけない。それから要するに男の医者は女の患者を診察してはいけないとか、凧揚げはして

はいけないとかね。そういう厳しいお触れが次々出てる中で、「我々はもう 1ヶ月で、最初の 1

ヶ月だけだった。タリバンを歓迎したのは」とみんな言 っている。

だからそういう大きな変化があると思うのと、それからこれはイギリスのジャーナリストが

タリバンの分析の中で、日本で翻訳されているタリバンという本にも書いてあります。講談社

から出たあの本は非常に良いと思います。後ろにタリバンか出したお触れが全部付録で乗って
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ますから、読むと非常に参考になりますけれども。朝日の論調が変わってきたというよりも、

ただ当時タリバンはアフガニスタンの国土の 8割を実効支配したにもかかわらず、国際社会で

タリバン政権を国家として認めたのは、サウジアラビアとパキスタンの 2国だけでしたよね。

国際社会は全く認めていなかったわけですよ。でもタリバンを育てたのはアメリカたと言われ

てますよね。

それで、だから先ほど僕は日本のジャーナリズムか、アメリカ、特に米英のジャーナリズム

に大きな影響を受けて左右されやすい、って言いましたけれども、タリバン政権と戦争をする

直前くらいからミセス・クリントンとかがですね、タリバンは、例えば女性にブルカかぶせて、

たいへん人権か抑圧されているとか、急にアメリカの女性団体がいろんな情報流しだすわけで

すよね。だからそういう意味でもジャーナリストというのは、現場に居るジャーナリストは現

場にいるということで、現場しか見えないから間違いを犯しやすい一方で、東京に居るジャー

ナリストは東京に居るジャーナリストで、非常にワシントンやロンドンの影響を受けやすいと

いうことがあると思います。

だから間違いに気づいたときにですね、いかに修正するか、間違いは必ずすると考えると、

修正はものすごく大事なんですけれども、どの時点でやるのかという問題があります。例えば、

田中真紀子議員にしても鈴木宗男議員にしてもですね、水に落ちた犬は叩けでね、鈴木宗男だっ

たら何書いてもよいのだということになってしまっている。昔だったら朝日新聞でも、「これ

やると裁判起こされるかもしれない、慎重な報道が必要だ」とされていたのが、最近ではいわ

ゆる"何でもあり、、でしょう。

つまり皆さんかぜひ新聞を、メディアを批判してほしいのは、そういう、ウオーと流れ込ん

でいくジャーナリズムについてですね、僕らも注意していますけれど、やっぱり外からも相当

厳しい目で見ていただきたいと思います。

質問 ジャーナリストのあり方という問題について。ジャーナリストは、報道の専門家であり、

大きな社会的貢任をも負っている。新聞社に入社する記者は、大学の法学部や経済学部あ

るいは文学部などの学部を出て、「たたき上げ」により、 一人前のジャーナリストに成長

していく、それが実態かと思うし、必要なことでもあると思う。しかし、日本の大学には

ジャーナリズム学部が存在しない。大学でもジャーナリスト学部のような専門職業的なジャ ー

ナリストの掟成の方法が必要ではないか、そして職業としてのジャーナリズムを学んだ学

生は、 一定の社会的評価が与えられ、ジャーナリストとしての一般市民とは異なる、報道

に必要な憲法上の権利が保障されることにより、権力からの強い独立性か保障されるべき

と考えるが、どうお考えか。
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本田 日本でも朝日新聞の記者退職してね、大学の先生なんかになっている人は多いですけれ

ども、まあ自分が例えば防衛問題やってたらその問題に行ったりとかね、経済の問題だったら

その問題へ行ったりして、いろいろあるんですけれども、 一言で答えにくいのはですね、例え

はジャーナリストというのは「特殊な、もちろん特権階級と思うな」ということがある。しか

しなから一方で、守らなけれはいけな い、ニ ュースソースとか信頼関係とかその基本的なとこ

ろを教えなければいけない。ジャーナリストというのは市民の知る権利を代行しているわけで

すが、例えば裁判所の中でも前のほうに記者席だけ設けられて非常に優先的に座席与えられて

ますよね。あれは一般市民は並んで「くじ」を引いて入ってくるのに、ジャーナリストはなん

だと思うんですよね。席が空いていたら腹が立つと思うんですよね。

ただ、ふだん忙しい市民生活を送ってる市民の人たちの耳目や手足となって、僕らが行けな

い人の代わりに行って伝える、という仕事だとしたらですね、そこで守られるべき基本的モラ

ルっていうのは市民社会の常識だと思うんです。極めて。

そういうことを考えるとですね、例えば今僕がいっしょに働きたい、こいつはなんていいジャー

ナリズム魂を持って、こういっしょに戦って、頑張って、現場でやっていきたいと思う人とい

うのは、 NGOの活動家に多いんですね。それでその人たちに、例えばアフガニスタンで日本

人の青年に会ってですね、「お前、 NGOの活動家、何でここでピースボートに入ってこんなこ

としてんの？」って言 ったらね、「いや俺大学を卒業して、朝日新聞受けたんだけど、落ちた」

とかね。

朝日新聞の入社、ンステムに問題があるなあ、ということは非常に思います。それから記者教

育ですね。だから記者教育をどこですべきか。大学のジャーナ リズム学部ですると したら、やっ

ばり佐島先生がおっしゃったようにファカルティーメンバーと言いますか？集めるのたいへん

でしょうね。

（今回の定例研究会には、福島新吾・研究参与（専修大学名誉教授、政治学）が、久しぶり

で出席され質問と意見を述べられているので、以下では、本田氏との対話をそのまま収録する。）

福島新吾 退職して10年になります福島と申します。防衛問題をやっておりましたので、非常

に関心を持って伺いましたけれども、私は朝日をはじめとして大新聞は、日経をのぞいて全部

拝見いた しております。

雑誌だと、文芸春秋には載らないというぐらいで、いろいろ書いておりまして、そのころは

ですね、まだ幸せで、メディアに対する警戒とか偏見とか持たないで済んだのですけれども、
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今伺っていて新聞記者として真実を追究するという非常な熱意とね、それに絡まるいろいろな

心痛みたいなものが、たいへんだと思うんだけれども、僕なんかの感じから言 うと、そこまで

記者は心配しなくて良いんじゃあないか。

つまり太平洋戦争中の経験から言いましてね。あの時代でもね、大本営発表というのを、お

しまいには誰も信じなくなっちゃうのね。誰も信じなくなったけれどもやっばり自分たちのほ

うか勝って欲しいから、勝ったって言われると喜ぶというようなね、その程度の受け取り方、

それで戦後は新聞がものすごく自由化したから、日常的に、今の田中真紀子と鈴木宗男の問題

でもそうだけれども、いろいろ裏が出るんで、読者のほうがたいていね、これはどこまでほん

とうかとか、 眉唾で見ている。それだけの批判力か生まれてきてると思うんですよ。

だからそういう中でね。真実っていうのを追求しようとすると、まあ政治的な判断が絡まる

わけですから、そうすると今のタリバーンの評価にしてもね、 9.11以前にはアメリカ側の敵

としての評価は無かったわけで、その点朝日も割と 自由に書けたけど、 9.11以降になると全

世界の世論を引っ張っちゃったって言 うような、圧力でね。その中で、それに抵抗してそうじゃ

ないんだという 事を言 うのはものすごく難しくなって来ただろうと思う。

私自身が警察予備隊創設以来、これを批判してきたんだけれども、このときにはほんとうに

7割か 8割が軍隊は必要だと、 9条 ってのは間違っているという相手に向かって、「いや、こ

れが平和だ」って言わなければならない重荷ってのに耐えて、やってきたわけですけれども、

新聞の置かれる立場もね、そういうものすごい圧力のもとで、できることは"なるべく嘘をつ

かない、、というくらいしかね、期待はできないんじゃないか。むしろ実際に東京の幹部辿の毅

然たる態度が、どっかで独自の社の方針を出すということに重要性があるんじゃないかな、と

いうふうに感じました。

本田 幹部連というのは新聞社の幹部連ですか。

福島そうそう

本田 失礼ですけれど、先生は敗戦のときはおいくつだったんですか。

福島敗戦のとき24歳。

本田 24歳くらいだと私の親父が同じくらいか、少し上かな。学徒出陣で最後の海軍の特攻隊

の生 き残りですから、同じくらいの世代なのかもしれませんが。それくらいの世代というのは、
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よく戦争か終わってから俺も負けると思ってたとか、こうわりに批判力もついてますし、特に

学徒出陣されたようなですね、インテリの方っていうのは「わだつみ」の書物読んでも、戦争

に対する批判精神を持っておられると思うんですよね。

それよりあとの世代で12~3歳の少国民であった人たちというのは、やっぱり大本営発表を

信じていてですね、その人たちの心の傷っていうのは、やっばり昨日まで軍国教師だった連中

がみんな一夜にして民主主義教師になってですね、「東条英機は悪者だ」って言 ってね。それ

でものすごい"大人の裏切り、、みたいなもので、 トラウマを受けているわけですよね。そうい

う意味で今の状況も、僕はやっばり杞憂ではないと思うのと、それから内藤先生が指摘された

ように、真実というものは、逆に今の方がもっと見えにくくなっている。非常に権力がメディ

アというものを研究している、例えばアメリカは、ベトナム戦争・湾岸戦争を経てきて、もの

すごく学んでるわけですよね、ベトナム戦争のときはフリーのジャーナリストをはじめとして、

組織内ジャーナリストもやっばりベトナムのジャングルに入り、ベトナムからボンボン生の映

像や写真を送ってきて、例えばナパーム弾を浴びて素っ裸になってるベトナムの少女が、ベト

ナムの国道を泣きなから走ってる写真っていうのが、お茶の間に流れたり新聞に流れたりした

だけで、「この戦争はもう間違った戦争だ」と言うことは一目瞭然になる。それが日米におい

て物凄いベトナム反戦運動を触発して盛り上げていった。そのことに学んで湾岸戦争では徹底

的に、メディアを支配しようとしたし、今のアフガン戦争なんかでは、我々記者を前線に行か

せないですよね。いちいち許可証出して、安全なところなんてのを名目にして、殺されてる死

体の数をカウントさせないようにしてる。見せないようにしているということは、もう湾岸戦

争のときもありましたし、僕はそこをやっばり突破していかなければ、どうしようもないんじゃ

あないかということと、それからもう 一つは、油まみれになった湾岸戦争のときの野鳥の水鳥

の写真ですね。これはイラクという国がたいへんな環境破壊をして、戦争で自分の国のためな

ら、石油基地を破壊して、鳥がこんな油まみれになりましたって、全世界に流されたけれども、

あれは全然別の写真だということが後にわかりましたよね。

だからそういうものっていうのは、ほんとうに今のジャーナリストに試されているのは、そ

ういう情報操作に勝つような、裏のほんとうの真実をとってくるような力だと思うんですけれ

ども、そういう力ですね。例えば、じゃあ太平洋戦争のときにひそかにいろんな真実を見てき

て、戦後になって、新聞の戦争責任を感じてフリーのジャーナリストになった人も居ますけれ

ども、当時のジャーナリストや、戦後一時期のジャーナリストと比べて今のジャーナリストが、

それだけの力を、取材力とかを持っているかといえば、今の僕より後輩の若い記者見てても、

非常にそれは、はっきり申し上げて心もとないです。非常に操作されやすい。不安で不安で仕

方が無い。
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それから論説や局長室、編集局長以上、あるいは部長クラス以上は非常に現状に対する批判

力をなくしている。だから社説も現状追認主義になってるし、さきほど佐島先生が政治部と社

会部の関係を言いましたけれど、政治部というのはいつも固会で政治の動きを追いかけて るか

ら、周辺事態法か出る ときも、周辺事態法というのは憲法上こういう問題があるんじゃないか、

現場からはこんな問題があるんじゃないか、たとえば私たち社会部か「航空業界で働いてる人

は、民間航空機を飛ばすときこんな問題点を言ってる」 っていう記事をボンボン書きますね。

それに対して政治部が何を言ってく るかっていうと、「社会部はいつもがたがた文句ばかり言っ

て戦争反対って言っ てればいいから楽なもんだけど、通る んだ、この法案はね。与党と野党の

数見ればわかるだろう」と。そうすると「全面反対ではなくてね、認めた上でね、少しでもま

しな法案に修正させていくという批判をして行ったらどうか」という態度が次々と現状追認に

なっている。やっぱり僕は政治部なんかは非常にそういう頻向にあると思います。

* * * * * * * 

司会 まだ議論は尽きないかと思いますけれども、時間もきましたので、この辺で今回の研究

会を終了 したと思います。最後に、 事務局長の方から閉会の挨拶で閉めたいと思いま す。

黒田彰三（社研事務局長） 今日 はどうもありがとうございました。

今回の社研の定例研究会では、非常に白熱した議論がなされ、アフガニスタンに行かれた本

田さんからは、現場からの報告として、本当に迫力のあるご報告を いただきました。最長老の

福島先生からも、非常に現実的なコメントをいただき まして感動させら れまして、私にとり ま

しても、非常に有意義な集会であ りました。

今日はみなさん。ありがと うございました。
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